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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 1 12 20 6 7 4 4 5 9 0 0 1 0
9 * 0 6 7 11 1 2 4 6 1 7 2 3 1 0
11 * 0 0 1 4 0 0 1 1 3 4 2 0 0 1
14 * 1 3 6 15 3 4 4 6 7 13 0 0 0 0
28 * 0 0 3 4 0 0 2 1 4 5 2 9 1 0
3 0 0 1 1 2 0 2 1 0 1 1 1 0 0 0
12 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0
15 0 0 0 3 5 2 2 1 3 1 4 0 0 0 1
25 0 0 0 2 2 0 0 1 0 2 2 1 0 0 0
55 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 2 2 0
1 13 35 64 12 17 19 21 24 45 9 12 4 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 0 11 1 4 3 5 4 1 0 1 4 2 2 0
5 * 0 0 7 15 2 2 5 4 1 5 1 2 1 0
11 * 1 7 1 1 4 5 3 3 2 5 0 3 0 0
23 * 1 2 10 21 0 1 2 1 4 5 4 1 0 0
32 * 0 0 3 9 10 10 4 1 1 2 0 1 1 0
10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
18 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 3 1 0
38 0 0 1 1 3 0 0 0 3 1 4 1 0 0 0
58 0 0 0 0 2 1 2 0 1 2 3 1 0 0 1

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 3 4 0
2 21 23 55 20 27 19 14 11 25 11 12 5 1

Team / Coach:

合　　　計
9.5% 41.8%RATE
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74.1%

Team / Coach:

合　　　計
7.7% 54.7% 70.6%

京都教育大学
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野村 悠也
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新納 洵 0
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記録 関西学生バスケットボール連盟
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勝ち点　5
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戦評
【総括】
前半戦ではいまいち調子が上がらず、上位リーグに一歩届かなかった両チームが、2部存続をかけて激突した。前
半はランバスケットを展開した京都教育大学、カッティングから外へさばき、3Pシュートなどのオフェンスをみせた。龍
谷大学は華麗な個人プレイや力強いリバウンド、ルーズボール争いで勝り、好位置を保っていた。後半は詰めの甘
さがまたも終盤に出た龍谷大を京教大が攻めたて、追い上げるも一歩届かず、13点差で龍谷大の勝利となった。
【第1ピリオド】
序盤、硬さが見えた龍谷大だったが、チームは勝てなくとも実力は1部クラスの#6橋本のオフェンスリバウンドからの
ゴール下シュート、#28山下のドライブからアシストパスで角度のないところからジャンプシュートなど安定感をみせ、
チームを牽引した。それに便乗し、今リーグが最後となる4回生の#14田中が気合の入ったプレイをみせた。対する
京教大はチームの大黒柱#0仁科を欠くも、もう一人のエース#2楠元の激しいディフェンスからスティールや#23松浦
の3Pシュートが光り、ここでは負けじとコートを駆け巡った。第1ピリオド終盤に近づくと両チーム体が動きだし、アグ
レッシブな展開となった。
【第2ピリオド】
開始直後、追い上げる京教大を突き放すかのように、龍谷大#6橋本がゴール下を攻めバスケットカウントを沈めた。
一度沈みかけた京教大のムードを駆り立てたのは、3Pシュートの調子が上がらないがアグレッシブな攻守だけはか
かさない#2楠本元の一言だった。「まだ時間がある、焦らず行こう。ディフェンスから。」と声をかけ、チームを鼓舞し
つづけた。それに応えるかのように、#11長澤の3Pシュートなどで5点差まで追い上げた。しかし追い上げをみせる
中、京教大がイージーミスを連発し、ここで得点を大きく落としてしまった。すかさずベンチはタイムアウトを取り流れ
を断とうと試みた。しかし流れは変わることなく、龍谷大#9吉田が華麗なオフェンスで突き放した。終わってみれば16
点差で前半戦終了。
【第3ピリオド】
後半に突入するも、京教大は走る手を休めることなくランバスケを展開した。#11長澤のカッティングからバスケットカ
ウントや#23松浦の鋭いドライブからバスケットカウントなど追い上げムードとなった。対する龍谷大はまたも#6橋本が
ゴール下のリバウンドを支配し、ことごとくマイボールとした。#14田中も連続3Pシュートを沈め、またも点差が開く。し
かしここで龍谷大の調子に陰りが見え始めた。チームの核である#9吉田、#14田中がともに4ファウルを犯しベンチに
下がらざるを得なくなった。しかしベンチから出てきた#3西本がチームを落ち着かせ、点差を保った。
【第4ピリオド】
最終ピリオドが始まると龍谷大は#6橋本を温存し#9吉田を出して安定した攻守を保ち続けた。それに対し、京教大
はファウルがこんでいる龍谷大#9吉田のところを#23松浦が攻めたて得点を重ねた。龍谷大はここ数試合、勝ってい
る状況から追い上げられ逆転されてしまう試合が多かったのでかなり慎重になって試合を運んだ。点差が15点となる
とすかさずスターティングメンバ―をコートに戻し、京教大の追い上げムードを黙らせた。しかし京教大はタイムアウト
を好タイミングでとり、チームをひとつにし、終了残り1分で9点差まで追いついた。ここで京教大はファウルゲームで
勝負をかけた。しかし京教大のシュートは入らず、龍谷大のフリースローは入るという展開になり差が開いてしまうこと
になった。終わってみれば13点差で終了した。
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戦評 礒谷 隼也(甲南大)
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